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辺野古新基地建設反対  第５０回県民大行動 

五
〇
回
県
民
大
行
動
に
五
六
〇
人 

 

辺
野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
は
六
月
七

日
（
土
）
に
、
名
護
市
辺
野
古
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で

第
五
〇
回
県
民
大
行
動
を
開
催
し
た
。
始
ま
る
前
に
七
月
の
参

議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
す
る
憲
法
学
者
タ
カ
ラ
さ
ち
か
さ

ん
が
「生
き
る
を
政
治
の
真
ん
中
に
す
る
」と
決
意
を
述
べ
た
。 

 

三
日
に
国
会
で
開
催
し
た
集
会
の
活
動
報
告
を
島
ぐ
る
み
会

議
糸
満
の
大
城
規
子
さ
ん
が
発
言
。
大
浦
湾
に
打
ち
込
ま
れ
る

予
定
の
七
万
一
千
本
の
爪
楊
枝
の
模
型
を
掲
げ
、
計
画
の
無
謀

さ
を
可
視
化
し
た
分
か
り
や
す
い
報
告
を
し
、
「
私
た
ち
の
声
を

全
国
に
届
け
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。 

 

続
い
て
沖
縄
ド
ロ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
奥
間
政
則
さ
ん
は
、
吉

浜
覚
大
宜
味
村
議
と
調
査
し
た
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
使
う

海
砂
の
採
取
地
周
辺
で
、
海
岸
侵
食
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
て

大
き
な
環
境
破
壊
が
起
き
て
い
る
現
状
を
報
告
し
た
。 

 

オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の
稲
嶺
進
共
同
代
表
は
、
「
沖
縄
の
み
ん
な

が
力
を
合
わ
せ
、
声
を
一
つ
に
し
て
届
け
る
こ
と
で
解
決
の
道
が

開
け
る
の
で
は
…
」と
訴
え
た
。 

 

沖
縄
出
身
者
で
大
阪
か
ら
辺
野
古
の
座
り
込
み
に
よ
く
参
加

し
て
い
る
岸
田
初
子
さ
ん
（
七
五
歳
）
は
「
闘
っ
て
い
る
人
達
に
会

い
、
来
る
た
び
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
基
地
反
対
を
周
り
に
広

げ
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
大
阪
で
も
粘
り
強
く
続
け
た
い
」 

と
語
っ
た
。 

国
外
か
ら
も
平
和
を
願
う
人
々
が
参
加
し
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら

参
加
し
た
県
系
二
世
の
ビ
ク
ト
リ
ア
・
チ
エ
コ
・
デ
イ
ビ
ス
さ
ん

（
四
一
歳
）
は
、
「
沖
縄
は
平
和
を
発
信
す
る
の
に
重
要
な
場
所

だ
と
感
じ
た
」と
語
っ
た
。 

浦添西海岸は沖縄の宝 奇跡の海・軍港はいらない 
 米軍那覇軍港（那覇市）を浦添西海岸

へ移設する計画が進行しています。辺野

古と同じ県内の基地のタライ回しである。こ

の合意はもう５０年も前のもので、世界は地

球環境を保護するために投資する時代に

変換してきている。 

浦添西海岸は、米軍基地の中にあり、

開発されずに守られた希少な自然が残る

「奇跡の海」です。「浦添西海岸の未来を

考える会」は、沖縄県知事、県議会、那

覇市議会、浦添市議会へ計画の見直しを

求める陳情書を提出した。今年２月の浦添

市長選挙の出口調査で、軍港反対が４

５％賛成１７％で浦添市民の民意が示され

た。防衛省の環境影響評価で、重要な植

私
た
ち
は
各
地
平
和
ゼ
ミ
と
共
に
、
「
日
本
政
府
は
核
兵
器

禁
止
条
約
に
署
名
・批
准
を
」の
高
校
生
署
名
に
取
り
組
ん
だ
。 

二
〇
二
二
年
八
月
に
一
万
三
六
二
四
筆
を
、
今
年
三
月
に
は

第
二
次
署
名
二
万
二
四
六
五
筆
を
外
務
省
に
提
出
し
た
。 

沖
縄
か
ら
は
四
五
〇
〇
筆
も
集
ま
り
、
各
地
平
和
ゼ
ミ
と
比

べ
て
も
多
か
っ
た
。
要
請
に
は
、
沖
縄
、
東
京
、
静
岡
、
愛
知
、
京

都
、
福
井
、
大
阪
、
広
島
の
中
・
高
・
大
学
生
六
〇
名
、
被
団
協

か
ら
濱
住
治
郎
さ
ん
が
参
加
し
、
外
務
省
の
軍
備
管
理
軍
縮

課
の
首
席
事
務
官
に
署
名
を
手
交
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
を
訴
え
た
。 

沖
縄
平
和
ゼ
ミ
は
、
県
民
の
強
い
戦
争
反
対
・
核
兵
器
廃
絶
の

思
い
が
四
五
〇
〇
筆
に
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
沖
縄
が
再
び

戦
場
や
核
の
島
に
な
る
の
を
拒
否
す
る
と
い
う
こ
と
、
米
軍
の

性
暴
力
な
ど
人
権
が
守
ら
れ
な
い
状
況
で
破
れ
た
核
の
傘
に

頼
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
こ
と
を
訴
え
た
。
外
務
省
は
、
署
名
を

重
く
受
け
止
め
る
と
し
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
む
け
て
取

り
組
み
を
主
導
し
て
い
く
使
命
が
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
現

状
は
「核
に
よ
る
拡
大
抑
止
が
不
可
欠
だ
」と
言
い
、
締
約
国
会

議
へ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
で
き
な
い
と
発
言
。 

外
務
省
に
辺
野
古
弾
薬
庫
に
何
が
保
管
さ
れ
る
の
か
、
有
事

の
際
に
核
は
持
ち
込
ま
れ
る
の
か
と
質
問
に
、
「回
答
は
差
し
控

え
る
、
ア
メ
リ
カ
は
個
別
の
核
搭
載
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
非

核
三
原
則
を
理
解
し
て
い
る
」
と
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
。
私
た
ち

は
「
核
持
ち
込
み
は
無
い
」
と
言
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
署
名
・
質
問

に
も
誠
実
に
向
き
合
っ
て
な
い
と
感
じ
た
。 

私
た
ち
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
が
批
准
す
る
ま
で
諦
め

ず
に
活
動
を
続
け
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
署
名
の
ご
協
力
、
応
援

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   
 

日本政府は核兵器禁止条約に署名・批准を！ 沖縄高校生平和ゼミナール   中学２年  上原 

物８７、動物２１４種が生息している可能性

が指摘されている。新軍港建設と一体に進

められる「那覇港浦添ふ頭地区交流・賑わ

い空間公有水面埋め立て事業」の中止も

求めています。沖合の防波堤だけでも２９００

億円もかかり、沖縄県の小中学校の給食費

５７年分である。物価高騰で国民生活を貧

しくして、軍事予算だけが拡大することは許

せない。沖縄の海も山も破壊尽くして、米軍

に差し出すなんて到底認められない。埋め

立て計画を、子どもたちはほとんど知らな

い。みんな有りえないと嘆き、男子高校生

は、「本当にこの海埋め立てるんですか」と

嘆息します。憲法の上に日米安保がのしか

かり、平和、豊かな自然と共に生きることが

沖縄では叶いません。アメリカの言うまま

に、更には、利権業者の懐を肥やすための

沖縄の破壊はもう御免です。あらゆる基地

問題に県民は忙殺され過ぎている。基地は

諸悪の根源です。政権交代を実現し、国

民の民意の届く政治にかえていきましょう。 

浦添西海岸の未来を考える会世話人 

 里道昭美 
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